
<2017 年度以前入学生>

学部・学科の教育目的

文学部

文学部は、広く、深い知識と鋭敏な感性とを自らのものとし、地域社会のみならずより
広範な社会環境において働く女性の育成と教育を目的とする。そのため⚓学科の横断的な
履修が可能なオープン・カリキュラム制度を採用し、それに基づくクラスター制を設け、
学生の自主的な学習を促している。この制度の十分な活用を通じて、自己管理能力を高め、
かつ女性としての主体性を獲得できる教育環境の構築を目指している。

英語文化学科

英語文化学科は、第二言語としての英語のより高度の習得を基本としつつ、その言語学
的な理解を深めるとともに、地域言語及び国際言語としての英語が担ってきた文化活動の
諸相について、その広がりと奥行きを学ぶことを目的とし、英語文化についての深い洞察
と国際社会への広い関心を有する女性の養成を目的とする。

日本語・日本文学科

日本語・日本文学科は、古典から近現代文学、漢文、日本語学を入門から専門性への段
階を組んだカリキュラムに従い、最終的に卒業論文を書くことを課している。そこに至る
までに思考力を高め、柔軟にして鋭いものの見方ができる女性を育成する。その結果自立
した有能な人間として社会に貢献できる人材を送り出すことが目的である。

文化総合学科

文化総合学科は、国際化と価値の多様化が進む現代社会において、文化・制度・歴史・
思想などの人文・社会科学を専門的に学び、その有機的な関連を理解し、人間と社会を総
合的に把握することを通じて、幅広い視野と柔軟な発想を持ち、国際性とḫ造性に富んだ
女性の育成を目的とする。
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人間生活学部

人間生活学部は、生命及び人間の尊厳と個人の多様な生き方を尊重し、他者と共存しつ
つ自立した生活を送り、人間と社会及び自然の相互関係に対する洞察に基づいて、多様化・
複雑化してゆく生活の諸課題に責任を持って対処し、国際関係を超えた地球的視野から生
活の諸問題を実践的に対処することのできる女性を育てる。

人間生活学科

人間生活学科は、人間・生活・環境・福祉という分野における基礎的な知識と実践力を
教授し、人間の生活を生涯にわたって支援する能力を備えた女性の育成を目的とする。そ
れを通して、広く⽛共生社会⽜の実現に貢献し、社会の幅広い分野において生活の質の向
上に資することが可能な人材の育成を目指す。

食物栄養学科

食物栄養学科は、食と人体との関連性や食の心理的・社会的側面を教授し、人間の健康
生活を生涯にわたって支援する能力を備えた女性の育成を目的とする。また多様化する食
生活を取り巻く社会状況を踏まえて、食物・栄養に関するより高度な専門知識・行動変容
を促す技能、問題対応力を備え、食を通じて人の健康を保障し、地域・国際社会に貢献で
きる管理栄養士の養成を目指す。

保育学科

保育学科は、人間の本質と社会のあり様を探求し、その諸問題を主体的に追求する豊か
な教養を有する女性の育成を目的とする。また多様化する子どもを取り巻く様々な社会状
況を踏まえて、より高度の専門知識・技術、問題対応力を備え、子どもの人権を尊重し個々
の子どもの発達を保障し、地域社会に貢献できる保育者の養成を目指す。
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